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あれからもう

会員の皆さんこんにちは。日々いかがお

過ごしでしょうか。

もう早いもので、私も会長職に就任して

やがて任期の 2年に達しようとしています。

現在は、第50回定時総会で計画した事業

と予算の執行のチェックや法務局、連合会

からの連絡事項の送信指示、対外的な会合

への対応他、会務に追われる日々を送って

います。お陰様で事業もほぼ計画通りに事

業を終えております。

近々の報告としましては、 1月 に第 2回

の全国会長会議がありまして、林千年日調

連会長からの報告で全国の自治体で懸案に

なっています空き家対策について、昨年 11

月に国会で 「空家対策の推進に関する特別

措置法」が決議され、同法第 7条第 2項

で 「協議会の構成員」及び同法第 9条第 2

項で 「立入調査の委任」においてそれぞれ

土地家屋調査士の活用が示唆されています。

このほか 「空家を取り壊した際の土地の境

界を明確にする対応」も全会一致で附帯決

議がなされました。これは日調連と全調政

連のご尽力による大きな成果であります。

また、当会でも会員が困つております所有

者不明地の対応についても、全会員へのア

ンケー トを実施し、社会問題として取り上

会長 久 高 乗 一

げ、将来、法制化に向けての対応を検討と

のお話もありました。日調連からこれらに

ついて 「追い風が吹いている」との頼もし

いご発言がありました。

2月 に行われました九州ブロック協議会

の第 6回会長会議では日調連が発信する

「境界問題ゼロ宣言」を更に国民ヘアピー

ルのため全国50会 の会員ヘマグネットス

テッカーを配布し、業務用の車両に貼つて

もらおうという取り組みも予定しています。

先だっての当会の理事会では承認をいただ

き、次年度では予算化をします。

当会では 2月 7日 に今年度 2回 目の新人

研修会を開催しました。業務 3年未満の会

員へ業務部研修部の理事が日常業務につい

て具体的な事例を交えて勉強し、受講者か

らも好評でした。 2月 14日 には境界鑑定委

員会が開かれ、当会の委員 2名が参加しま

した昨年 12月 の日調連「土地境界実務講座」

の会員への伝達研修会の検討を行いました。

年度末の忙しい時期を外して、次年度に準

備を整えて行う予定です。

第51回定時総会は 5月 22日 金 l醒 日に那覇

市松川の沖縄都ホテルにて開催を予定して

おりますので、会員皆様のご参加の方をよ

ろしくおねがいします。
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さて、次年度の平成27年度は創立50周年

を迎える記念となる年になります。昭和40

年に当時の 「琉球土地建物調査士会」登録

者70名 の発足に始まり、その後、「沖縄県

土地家屋調査士会」と名称を変えて諸先輩

方のご尽力により素晴らしい業績と発展を

遂げて、約40年 を経た平成27年 2月 現在、

会員数 182名 に至っています。

10年前の創立40周年記念式典祝賀会は当

時の金城榮秀会長の下、私も総務部長とし

て携わり、県内外より多数の来賓をお招き

し、盛大に催しました。中でも祝賀会にお

いて各支部の余興は、当時、招待しました

九州各会の会長より「沖縄会の皆さんは大

変芸達者ですばらしい。」 とのお褒めも頂

きました。

いよいよ記念式典と祝賀会は今年の11月

20日 金曜日の開催で、場所は那覇市松川の

沖縄都ホテルに決まりました。今回もご参

加された皆さんにお褒めを頂けるよう素晴

らしい行事にしたいです。

最後に次年度も会員への連絡連携を密に

して、指導も怠ることなく、「会員ヘロの

届く会」を目指したいです。

これからもご協力をよろしくお願い致し

ます。
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佐久川紀登先生 人締救削で表ラ
那覇支部の佐久川紀安先生が、事務所近くの潮渡川で人命救助した功績により那覇市

消防局より表彰され、琉球新報 。沖縄タイムスの地元新聞や、テレビ放送 (全国区)に
もとりあげられ話題になりました。

広報部も事務所にお伺いし取材、「一瞬 !事務所にトラロープを取りに行こうか ?」 と

も思ったが、H9番通報したそうです、活躍内容は新聞記事のとおりでありましたので、

もうひとつの主人公 (物)を後学のために写真に収めておきました。

橋の架∂る交差点付近に設置され、使い方も掘示されています

テレビ画面のヌナップ

佐久川事務所 |こ て
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伸耐文宏先生の法瀦大臣表ラ受賞記念祝賀会

仲村文宏先生が第71回 日本土地家屋調査

士会連合会定時総会において、多年にわた

りよく業務に精励して法務行政の運営に寄

与された功績により、法務大臣表彰を受賞

されました。

一昨年の宮城朝光名誉会長に続いての法

務大臣表彰受賞を祝して、那覇市古島のマ

リエールオークパインにて多数の会員の出

席のもと盛大な祝賀会が開催されました。

祝賀会は平良正人会員の司会進行のもと

比嘉定善副会長の開宴のあいさつ、久高兼

一会長の発起人代表のあいさつの後、名嘉

文芳名誉会長の祝辞があり、発起人代表か

らの記念品 (花瓶)の贈呈、豊見城市を中

平成26年 9月 5日 (金 )

マリエールオークパイン那覇

心にした模合仲間のとよみ調査士会、那覇

支部の高良先生 。営山先生 。中部支部の菅

野先生からの記念品贈呈もあり、事務局の

上原世子さんからの花東贈呈に続いて、受

賞者の仲村文宏先生より謝辞が述べられ、

顧間の松川清康先生の発声をもとに高らか

に乾杯の音頭を捧げ、会食や歓談をしなが

ら和やかな雰囲気で宴は進められ、宴中に

は仲村先生と親交のある方々からのスピー

チ、中部支部の花城先生の三線と唄にあわ

せての北部支部の仲井間先生の踊りの余興

や各支部ごとに舞台に上がりお祝いの言葉

を贈られ、各テーブルでは記念写真を撮り

ながらの賑やかな祝賀会となりました。

司会の平良正人会員

伸村女眉先去済狩え

とし嘉定善副会長の開宴のあいさつ
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発起人代表挨拶の久高兼―会長

とよみ調査土会からの記念品贈呈  菅野先生つらの記念品贈呈

謝 辞

本国はお忙しい中、又研修会で疲れ頂いてる中、わ

ざわざお集まりくださいましてありがとうございます。

久高会長・名嘉文芳名誉会長よりご丁重なお祝いの

言葉を頂きまして心からお礼申し上げます。

この度私如きの者が法務大臣表彰を受けましたこと

は身の余る光栄でございます。 これも先輩方をとし
てはじめとして皆様方のお力添えによるものと厚く御

礼申し上げます。

私は会務の事は大した事はしてなくて、ただ松川会

長はじめ名嘉名誉会長とか先輩達の言われた事を、あ

たりまえのことをあたりまえに、熟してきただけなの

で、 このような名誉ある賞を頂いていいものかどうか
と当惑をしております。しかし一旦お受けした以上、皆

様のご厚情に報いるために更に努力していく覚悟でご

ざいますので、今後とも宜しくご指導ご鞭撻の程、お願

い申し上げます。本国は本当にありがとうございます。

祝辞を述べる電嘉文芳署誉会長

菅野先生つらの記念品贈呈

謝辞を述べる仲村文宏抗生

会場の乾杯の瞬間

宮効朝光電誉会長のスピーチ

ぃが 九み 漆

佐久川紀安先生のヌピーチ
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金効榮秀篭誉会長のスピーチ 仲宗根善浩先生のスピーチ

余興で三線と歌と踊りを披露していただいた仲井間慎也北部支部長こ中部支部の花効康喜先生

八重山支部 富古支部

引しきБ:芝吝Б 宣野湾支部
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中部支部 那覇支部

仲村先生を囲んでの写真 仲村先生を囲んでの写真

仲村先生を囲んでの写真 仲村先生を囲んでの写真

略 暦
昭和54年入会

平成 3年～平成 5年 那覇支部長
沖縄県土地家屋調査士会

平成 3年～平成 8年 (理事 1期・常任理事 2期 )

平成 9年～平成16年 (副会長 4期 )

おきなわ境界問題相談センター運営委員

平成16年～平成21年

政治連盟

平成15年～平成17年 (会長)

平成19年～平成21年 (副会長)
閉会の挨拶の島袋俗二副会長
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平成26年度 第 1日 締人研修会
平成26年 8月 16日 (土 )

沖縄県土地家屋調査士会会議室

1.建物の調査・測量実務 (連合会調査測量実施要領より)
2.土地筆界特定確認に関する実務の事例

少人数でしたので、質疑応答も多く、テレビモニターも鮮明でかなりよかったと思い

ます。

提供 伊波学業務部長
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平成26年度 第 1日業誘研修会

「相隣関係について」

1.所有権

(1)意義

(2)物権的請求権

2.所有権の内容に関する民法の規定
(1)上下の範囲

(2)相隣関係

3.囲続地通行権

(1)通行権の発生

(2)通行の場所と方法

4.境界付近の工作物
5.最近の問題
6.解決方法

日時 :平成26年 9月 5日 (金 )

場所 :教育福祉会館 3階大ホール

研修内容

1。 民法の相隣関係について

講師 :平良 卓也
意見・要望事等への回答

講師 :水流正彦総括表示登記専門官

(当会顧問弁護士・センター運営委員 )

境界問題センターからの報告

仲宗根 善浩 センター長
電子証明書の切 り替えについて

金城 行男 総務部長

事前に会員から法務局への疑問・要望等

をもとに回答及び説明がおこなわれ、特に、

「区画整理地内の地目変更登記について」。

「座標数値により管理されている地図の地

域や地積測量図のある土地の筆界立会につ

いて」。「登記所備付地図作成作業の土地で

双方が主張する筆界と異なる位置に筆界特

定されている場合」等の説明は実務に直結

する内容でした。また説明後の質疑・応答

においても日頃の業務に関連し、法務局 。

会員からの意見も窺うことが出来ました。

９

留

3.

4.

平良卓也 :弁護土

水流正彦 :総括表示登記専門官



平成27年 3月 30日 沖縄県土地家屋調査士会 第51号 (11)

平成26年度 第 2日業誘研修会
日時 :平成26年 11月 14日 (金 )

場所 :沖縄産業支援センター

9 : 30ヘノ16 : 45

3階 中ホール

研修の内容

①調査士日額・事務所経費を考える。僻艮酬額について)

講師 :前田千秋先生 (熊本会副会長)

②境界と境界標を考える。

講師 :山野目章夫先生 (早稲田大学教授)

講師の前田千秋先生 講師の山野目章夫先生

す‐・か群五(tT

会場の様子 受講者のみなさん

司会 :下地和博会員 挨拶する久高兼―会長 島袋俗二副会長
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業務報告の様子

伊盛進研修部長 吉野仁社会事業部長 金効行男総務部長

伊波学業務部長 仲宗根善浩センター長

質疑応答の様子

閉会挨拶比嘉定善副会長

菅野員司会員 娩間盛義会員 神合長秀会員

i 研修後の懇親会

那覇市内の居酒屋にて、わきあいあいとして、とても盛り上がり、楽しい懇親会でした。

講師の先生方も参加されました。 色々な話で盛り上がりました。 伊盛進研修部長

司会は下地和博会員 参加者全員トーフ 山野目章夫先生 (中央)
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平成26年度 第 2回 締人研修会
平成27年 2月 7日 (土 )

沖縄県土地家屋調査士会会議室

1.平成20年度～ 23年度実施の業務研修会における法務局の回答等
2.実務に関する事例報告と質疑応答

新入会員及び開業歴の浅い会員を対象にフリー トーク形式によりおこなわれ勉強的要

素の濃い内容の研修になりました。

提供 伊波学業務部長



(14)第 51号 沖縄県土地家屋調査士会 平成27年 3月 30日

:即覇支部だより :

第 1日刃口覇支部業溢研修会
平成27年 1月 9日 (金)午後 1時 30分

沖縄県土地家屋調査士会会議室

講師は弁護士の平良卓也先生に

お願いし、事前に質問を会員から

募って、それに答えていただく方

法で座談会形式で行いました。

参加者は、約20名で久高会長も

参加して下さいました。

質問は、宮崎禎治会員、当銘盛

光会員、島袋裕二会貝、神谷長秀

会員、金城行男会員等多数の会員

から、相続時の銀行預金の取 り戻

しに関する法律問題、実務で遭遇

した囲続地通行権、境界紛争、境

界確定訴訟、敷地立ち入り、許可を得ての委任状への認印押印、ヤマ印使用等に関する法

律問題をについて、平良先生から回答していただきました。

ただ、一方的に回答を聞くのではなく、参加会員もざっくばらんに意見を発言し、平良

先生から法律的なア ドバイスをいただく形の研修会で、有意義な研修会になりました。

研修終了後、午後 5時 30分頃から平良先生を囲んでのささやかな懇親会も行いました。

那覇支部としては、今後も座談会形式の研修会を計画していきたいと思いますので、その

際には今回以上の会員の方の参加をお願いいたします。

那覇支部広報委員 :近藤哲司



平成27年 3月 30日 沖縄県土地家屋調査士会 第51号 (15)

平成26年度即覇支部忘年会ゴ)しフコンペ

｀

F  Iと   平   と` '  
μ

平成26年度那覇支部忘年会ゴルフコンペ集合写真 12月 6日 (土)大西テェラスゴルフクラブにて。

フォーム。

動

・他支部つら参加頂いた仲宗根善浩会員の強烈な振り

下ろし。(推定 300や―ド?)

な

　

　

´

フソミナイダの］貝△石
光朝効富

/



(16)第 51号 沖縄県土地家屋調査士会 平成27年 3月 30日

・金城榮秀会員の華麗なフォーム。

〇⊂つ

・徳森良雄会員の見事なフィェッンユ。

・島袋俗二支部長の今年を縮め<<る一撃。

今年も、那覇支部及び他支部の皆さんで楽しくラウンドしました。

撮影 :金城 行男



平成27年 3月 30日 沖縄県土地家屋調査士会 第51号 (17)

公隔北部事溢F~F・ Jと剖支部台同勉3m会

北部支部広報委員 :崎浜 昇

日時 :平成26年 11月 27日 (木 )

時間 :15100～ 17:30(2時間30分 )
場所 :21世紀の森体育館 会議室

講義の内容
登記基準点を与点としたVRS測量について 一路上での観測及び解析の実演―
講師 :ト リンプルパートナーズ沖縄 友利尚生

忘年会

時間 :18:00～ 場所 :夕焼市場

:北剖支部だより :

登記基準点等を与点として、スタティッ

ク測量により2級の基準点を設置し、それ

から3・ 4級を設置する作業は、かなり負

担のかかる作業で職員の少ない事務所に

とっては大変な作業です。VRSを つかっ
て、登記基準点から 3・ 4級を設置する作

業は、 1人で、なおかつ短時間での設置を

可能にし、それが、公共測量規定に適った

方法であるなら、さらに実用的になります。

利用できる衛星の数が増え、観測条件が飛

躍的に良くなってきている現在、有望な方

法の一つだと思えます。

講義中の様子 講師 :友利尚生 先生 補助者も参加しての勉強会でした。



(18)第 51号 沖縄県土地家屋調査士会 平成27年 3月 30日

″



平成27年 3月 30日 沖縄県土地家屋調査士会 第51号 (19)

国絵図研究会第37回那覇大会 (2日 目古地図閲覧、印部石見学等。その1)

平成27年 3月 15日 (日 )撮影

報告 :久高 兼一 (会長)

午前 9時 |こ県立博物館美術館に集合し、その後学芸員

会議室にて地図を閲覧しました。

地図を閲覧する小野仲秋連合会研究所所長 (左)と宮

城朝光連合会監事 (右)です。

以前に当会研修会の講師もされました金効善氏 |こよる

解説もありました。

当会の伊盛進研修部長 (右)と仲榮員盛松境界鑑定委

員長 (左)も地理を閲覧しました。

閲覧後は浦添市仲間の浦添グスクようどれ館へ行き、敷地内にある「印部石」を見に行きました。



(20)第 51号 沖縄県土地家屋調査士会 平成27年 3月 30日

国絵図研究会第37回那覇大会 (2日目古地図閲覧、印部石見学等。その2)

平成27年 3月 15日 (日 )撮影

実際の現地の様子です。説明の入つた標識が付近にあり、

重に石垣が組まれて土手を造っていました。

近 <|こ は□土地理院設置の四等三偽点極楽山の真鍮の

標識があります。

印部石周辺は□―プを張って仕切っています。中は二

これがE日部石です。 皆さん、撮影に一生懸命でした。

印吝B石を見た後は、浦添ようどれを見学しました。



平成27年 3月 30日 沖縄県土地家屋調査士会 第51号 (21)

第30日 NAHAマ ラソン荒走しました

女にお願いしての写真です。前日の那覇支部忘年会でマラソン

の準備が出来ませんでした。

那覇支部の糸数厚と宮

城匡で調査士会のハッピ

と土地家屋調査士キャッ

プを着用してマラソン完

走しました。

途中ハッピを見て声を

かけてきたのが トライア

スロン参加実績のある半

嶺当徹さん、沿道で応援

のスマホを使えそうな美

参加を聞きましたがハッピ

完走後は奥武山で祝杯をあげていたそばに、偶然佐久川先生がマラソン完起の娘さんを

待ちながら奥様と沖縄そばを頂いていましたので、一緒に記念ショット 1来年は参加する

そうです。那覇支部忘年会で次回ナハマラソンに参加を募ったら新入会員を中心に 4・ 5

名の参加表明がありました。次回は各支部から参加表明を頂き、オリTを作製して土地家

屋調査士をPR出来たらうれしいですね !

那覇支部 :糸数 厚



(22)第 51号 沖縄県土地家屋調査士会 平成27年 3月 30日

年 男 挨 拶

会員の皆様、明

います。

那覇支部

宮 里 晨 也

けましておめでとうござ

今年の干支はひつじ年、36歳 3度目の年

男、那覇支部 宮里辰也です。
私事ですが、独立開業して早くも一年が

経とうとしています。

昨年は初めての事づくしで、調査士会に

登録後、開業準備、各所への挨拶まわ り、

事務所開きから日々の業務に悪戦苦闘する

毎日と、日まく
ヾ
るしい一年を送る事ができ

ました。さらには研修会や意見交流会、同

期会などで各先輩方や仲間とも交流を深め

る事ができ、業務や事務所経営の相談から、

人生相談に至るまでお世話になり本当に有

り難い出会いに感謝の一年だつたと感じて

おります。

今年の目標としては調査士としての資質

を高めるのはもちろんの事、事務所経営の

経営者として今の自分にできる事、今の自

分がすべき事を常に意識しながら業務に励

んで行けたらと思っております。

個人的な目標としては禁煙 &右肩上がり

で増加中の体重もどうにかせねばと考えて

いる最中です。

人間的にもまだまだ未熟な私ですが、

どうぞ皆様のご指導、宜しくお願いいたし

ます。



平成27年 3月 30日 沖縄県土地家屋調査士会 第51号 (23)

赤斧主まれおめでと0どざnます
平成2η舞0舞男は、以下の会買です。

干 支     生 年
癸未 (みずのとひつじ)昭和18年生

乙未 (きのとひつじ) 昭和30年生

丁未 (ひのとひつじ) 昭和42年生

己未 (つちのとひつじ)昭 和54年生

年 男 紹 介

名

期

清

　

　

弘

盛

良

盛

氏

川

城

嘉

村

原

間

長

里

吉

大

比

富

上

城

松

前

和宇慶

安
主

我

毅

繁

安

義

吉

治

均

國 吉 真 介

支 部
那覇支部

那覇支部

那覇支部

那覇支部

南部支部

南部支部

南部支部

宮古支部

中部支部

南部支部

中部支部

那覇支部

治

也

祐

辰

原

里

池

宮

未
年
な
っ
し
―
′



(24)第 51号 沖縄県土地家屋調査士会 平成27年 3月 30日

:政治連盟だより :

衆議院議員 玉誠 一 激刷の柴い 2014プ _

時
所

日
場

平成26年 10月 18日

沖縄市農民研修センター

玉颯デ二十衆議院議員と政治運盟幹部この記念写実

「国民の生活が第一」党首小沢一郎代表の御挨拶

防 敵 ri

デエー激励の集い

御挨拶する玉娩デニー議員と倍で見守る奥様

翁長雄志前那覇市長の激励の御挨拶 サプライ交で3者の即席の討論会も行われました



平成27年 3月 30日 沖縄県土地家屋調査士会 第51号 (25)

保岡興治・金子両寿夫 衆議院議員の乙討問

本会に弁護士で自民党の法務大臣も歴任

された保岡興治衆議院議員と金子万寿夫衆

議院議員がご訪問されて、 10月 30日 に告示、

H月 16日 に投開票の沖縄県知事選挙に向け

両衆議院議員を囲み政治連盟幹部構成員と久高会長・

島袋副会長を交えての懇談の様子

平成 26年 10月 27日 (月 )

て、自民党推薦の仲井員弘多氏への当政治

連盟からの推薦の要請をされました。

保岡興治議員 金子万寿夫議員

磨な1冒 /

懇談のあと揃つて記念撮影



(26)第 51号 沖縄県土地家屋調査士会 平成27年 3月 30日

石田真破 衆議R 議員のこ討問

本会に自由民主党団体総務局長の石田真

敏衆議院議員がご訪問されて、 10月 30日 に

告示され、 11月 16日 に投開票の沖縄県知事

平成 26年 H月 12日 (水 )

選挙に向けて、自民党推薦の仲井員弘多氏

への当政治連盟からの推薦の要請をされま

した。

石田真敏衆議院議員を囲み政治連盟幹部構成員と久高

会長を交えての懇談の様子

石田真敏衆議院議員

懇談のあと揃って記念撮影



平成27年 3月 30日 沖縄県土地家屋調査士会 第51号 (27)

衆議院選挙沖縄選挙区 不地幹R円候補者への推薦状の交何ゴ

下地幹郎候補者は選挙活動で不在の為、

代理で後援会長の日本維新の会沖縄県総支

平成26年 12月 9日 (火 )
場所 :那覇市おもろまち3-5-3
下地ミキオ後援会事務所

部 代表儀間光男参議院議員に対応いただ

き推薦状を交付いたしました。

当銘盛光政治連盟副会長つら推薦状が交付されました。

政治連盟幹部会こ代理の儀間光男参議院議員との記念撮影



(28)第 51号 沖縄県土地家屋調査士会 平成27年 3月 30日

会場の様子

第15日 EE飴連盟走時大会

第 1号議案

第 2号議案

第 3号議案

第 4号議案

第 5号議案

第 6号議案

B

||
H
イ|

卜・
|

・ 一
I

日時 :平成27年 1月 23日 (金)午後 3時
場所 :沖縄産業支援センター 3階 304号室

例年、調査士会の定時総会と同日の午前

中に開催していた定時大会でしたが、決算

時期との間があることを考慮して、今回は

初めての 1月 開催の運びとなりました。

糸数厚副幹事長の司会により進行、比嘉

定善幹事長の開会の挨拶にはじまり、大城

幸一政治連盟会長挨拶、調査士会会長挨拶、

/Ak嘱協会代表理事挨拶の後、議長選出にて

高良健二会員が選出され、下記議事につい

ての審議が開始されました。

平成26年度事業報告の件

平成26年決算の承認並びに監

査報告の件

平成27年度事業計画 (案)審議

の件

平成27年度予算 (案)審議の件

平成27年度役員改選の件

その他

大城幸―IEX治連盟会長の挨拶

調査二会会長挨拶の代読の島袋俗二副会長

口政 治
沖飩呆土地笏

公嘱協会 島袋徹志代表理事の挨拶



平成27年 3月 30日 沖縄県土地家屋調査士会 第51号 (29)

高良健二議長と執行部の皆さん

沖縄阜土地家屋

監査報告の佐久川紀安会員

質疑応答の様子

新役員の皆さん

第 5号議案において選出された新役員

会  長  当 銘 盛 光

副 会 長  糸 数   厚

幹 事 長  比 嘉 定 善

副幹事長  新 垣 武 史

会経責任者 仲 原 武 己

会経責任者職務代行者 具志堅 興 清

監  事  佐久川 紀 安
屋 宜   強



(30)第 51号 沖縄県土地家屋調査士会 平成27年 3月 30日

衆議院議員 下地ミキオを支える柴い
平成27年 3月 23日 (月 )

場所 :ロ ワジールホテル沖縄

下地幹RБ衆議院議員と政治連盟会長・副会長この記念写実

ノ

維新の党 松野頼久尊事長の激励の挨拶 維新の党 松野幹事長、小沢鋭仁先生こ3電での
パネルディヌカッンョン

謝辞を述べられる下地幹郎衆議院議員と倍らで見守る奥様



平成27年 3月 30日 沖縄県土地家屋調査士会 第51号 (31)

タイムス住宅話間掲載記事の紹介

久高兼一会長・島袋谷二副会長が土地の境界決1量に関する取材を受けタイムス住宅新聞

(2014年 9月 12日 )に記事が掲載されましたので紹介いたします。

Q

(5) 需タイムス住宅新聞 第 1498号  (2014イ +9川 12H)

設計前に土地を測量することは、境界をめくるトラフ

ルを防く
｀
ために大切だ。沖縄県土地家屋調査士会の久

高兼―会長と島袋裕二副会長は「測量の費用は、境界標

などの有無、土地の面積などで変わる」と指摘する。

●測量費がかさむ可能性がある土地 (一例)

境
界
を
確
定
さ
せ
る
た
め
に

土
地
家
屋
調
査
上
は
、
主
に
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下

の
作
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。
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図
、
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の
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記
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」
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で
、
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が
多
く
な
り
、
手
間
が

掛
か
る
と
い
う
。

建

築

予

算

に
組

み

込

む

島
袋
副
会
長
は
「調
査
士
事
務

所
に
よ

っ
て
多
少
差
は
あ
る
」
と

断

っ
た
上
で
、
測
量
か
ら
境
界

の
確
定
、
分
年

の
手
続
き
ま
で

合

ん
だ
費
用
は
、

３０
万
円
前
後

が
目
安

で
あ
る
こ
と
を
説
明
。

さ
ら
に
、
隣
地

の
所
有
者
が

立
ち
会
わ
な
い
た
め
に
境
界

の

確
定
が
難
し
く
、
行
政
制
度

「筆

界
特
定
制
度
」
を
使
う
場
合
は
、

手
放
料

や
そ
れ
に
伴
う
測
旦
な

ど
で
さ
ら
に
１０
万
～
ヽ
万
円
程

度
必
要
に
な
る
と
い
う
。

「所
有
権

の
移
転
や
抵
当
椎

設
定

の
た
め
の
率
記
、
４
録
免

除
税
な
ど
も
掛
か
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
ト
ー
タ
ル
で
１
０
０

万
円
程
度
は
用
意
し
て
い
た
方

が
無
難
」

と
両
氏
。

建
築
予
算

に
あ
ら
か
じ
め
組

み
込
む
こ
と
で
、
ト

ラ
、フ
ル
予

防
に
つ
な
が
る
点
を
強
調
し
た
。

（我
那
覇
宗
貴
）

＝
毎
月
第

２
週
に
掲
載

AD面積や形状などで差

与

基本的に 和〕量に
手間が掛かるほど

費用はかさむ。四

角形の土地でも隣

接する土地が多け

れは その分 境
界の確認に立ち会

う所有者が1営える

ため手間力堆肋JIJ

費用も高くなる

土
地
の
境
界
を
示
す
境
界
標
．
測

量
を
し
た
こ
と
の
証
拠
に
も
な
る

た
め
　
設
置
さ
れ
て
い
る
か
を
確

か
め
た
い

（久
高
兼

一
氏
提
供
）

境界問題 毎週水曜に無料相談
境界をめくるトラブルの解決につなげようと 県土地家屋
調査士会と沖縄弁護士会は「おきなわ境界問題相談センター」

を毎週水曜日に開いている。相談は無料。

土地家屋調査士と弁護士が 公正中立な立場でアドバイス.

現地調査やコ1量 鑑定などを話し合いの参考資料にするほ力＼

必要に応して紛争解決の結果を登記や地図などに反映させるて

同センターでは「相談の際 登記事項証明書や地積淑I量図
があると 具体的にアドバイスしやすい」と話す。
時間は午前 10睛 から年後4崎。問い合わせは、同センター

(電話-098 886 6767 県土地家屋調査士会内)。

―住宅取得編―⑥

口
口
日

円
日県土地家屋調査士会の久高兼一

会長 (左 )と 畠袋俗二副会長
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入 会 挨 拶

那覇支部

半 壊 当 徹
初めまして。私は那覇支部の半嶺当徹 (は

んみねとうてつ)と 申します。「半嶺」の

姓は石垣島宮良という地域の名前です。両

親は石垣島出身ですが、私は生まれも育ち

も沖縄本島です。試験には平成25年に合格

し、平成26年に入会致しました。現在は那

覇市楚辺に事務所を構えております。

私が土地家屋調査士 (以下、調査士とい

います。)になるまでは、建築工事現場監督、

建築設計事務所、司法書士事務所で勤務し

てきました。その関わりの中で調査士の仕

事を知 り、調査士を目指すきっかけとなり

ました。

諸先輩方も通ってきた道ではあると思い

ますが、試験勉強がなにより大変苦労しま

した。仕事をしながら平日3時間、休 日8

時間勉強し、お酒を飲むことも控え、友人

の誘いも断りながら、いつ通るかわからな

い目の前の不安と戦いながら、なんとか試

験に合格することができました。そのおか

げで今の自分があります。これから、調査

士の業務はさらなる困難が待ち受けている

と思いますが、試験勉強の苦労をバネにし

て乗り越えていきたいと思います。

日々実感させられることですが、調査士

の業務は、個人の権利に関わる仕事で、常

に責任の問われるものであります。安易な

判断は、お客様に迷惑をかけるだけでなく、

自分自身の足元をすくわれかねません。楽

をして仕事を終えようとせず、自分自身に

厳しく、公正な立場で業務を行いたいと思

います。また調査士としての専門分野の知

識と技術の向上を図り、現状に満足するこ

となく、隣接業種の知識も学んでいきたい

と思います。

最後に、私が調査士として仕事ができる

のは、周りの家族、友人、関係者の皆様の

おかげです。支えてきてくれた人々の想い

を忘れずに感謝の気持ちを持って、また今

日のこの初心を忘れずに、「毎日初心」で

業務に励んでいきたいと思いますので、ど

うぞよろしくお願い致します。


